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1. アイカの事業概要



今年は、創立８３年となります

会社概要

社 名 アイカ工業株式会社 （証券コード：4206）

本 社 愛知県名古屋市中村区名駅1-1-1 JPタワー名古屋26階

設 立 1936（昭和11）年10月20日

資 本 金 98億9,170万円
※東証･名証第1部上場、JPX日経インデックス400構成銘柄

売 上 高 1,913億63百万円（2019年3月期連結）

経 常 利 益 212億49百万円（2019年3月期連結）

事 業 内 容 化成品・建装建材の製造・販売

従 業 員 数 ［連結］3,920人 ［単独］1,194人 （2019年3月末現在）

事 業 所 工場／愛知２、福島１、群馬1、茨城１、兵庫１、広島１
Ｒ＆Ｄセンター／愛知４、福島１、群馬１、茨城１、兵庫１
営業拠点／国内２６

関 連 会 社 国内6社、海外39社 合計45社（2019年3月末現在）



誰にでも新しいモノを創り出すチャンスが与えられた会社です

企業風土

製造 販売 技術

社是



接着剤メーカーとして創業、化学を基盤に化粧板事業へ

1936年創業

１９３６年１０月、愛知時計電機株式会社から

化学部門が分離独立し、「愛知化学工業」を設立

(生産品目：接着剤・点火栓・安全ガラス等)

日本初のユリア樹脂接着剤「愛知無敵糊」を発売

飛行機の木製プロペラ用の接着剤として使われた。

１９６０年１月、メラミン化粧板発売

１９６６年、創立３０周年を機に

社名を「アイカ工業」へ変更

木製プロペラ用接着剤

メラミン化粧板1号プレス

愛知 化学 工業
アイ カ 工 業



化学合成樹脂技術を軸に、建築分野、非建築分野へ事業展開

接着剤の樹脂技術から様々な事業が派生

接着剤

建設樹脂

機能材料

化粧板

カウンター

ドア・建具

不燃化粧板

ポストフォームカウンター

「ジョリパット」

セラール

カラーシステム105

エコエコボンド

ホットメルト



コア技術を軸に、化成品分野、建装建材分野へ事業展開

２つの事業

建装建材
セグメント

化成品
セグメント

化成品

機能材料

建装

建材

化学合成技術

樹脂設計/
配合技術

接着・接合技術

化粧板成形/
加工技術

無機素材成形/
加工技術

商業施設

オフィス

教育施設

公共施設

医療・
介護施設

ホテル・
宿泊施設

交通施設

住宅

木材加工

建築

土木

自動車

電子材料

工業製品

日用品

「ＡＩＣＡ ＳＯＬＵＳＩＯＮ」を実現する２つの事業



メラミン化粧板･キッチンパネルなどで
国内シェアNo.1

<機能材料>

＜化成品＞ ＜建装建材＞

事業領域

化学メーカーとしての技術基盤と独創性のあるデザイン力を活かし、２つの事業を展開



メラミン化粧板･キッチンパネルなどで
国内シェアNo.1

<機能材料>

＜化成品＞ ＜建装建材＞

事業領域①化成品

まずは、樹脂製品を扱う化成品事業についてご案内します



木質材料・建築関係の接着技術を得意としています

様々な用途で活躍するアイカの樹脂製品（接着剤）

合板・木質ボード原材料用樹脂 家具・什器 製作用接着剤

ボード・タイル・床材等 施工用接着剤 ラッピング部材用接着剤



見えないところでもアイカの樹脂製品が活躍しています

様々な用途で活躍するアイカの樹脂製品（接着剤）

断熱材用樹脂 研磨材用樹脂

鋳型用樹脂 靴用接着剤



建築現場で使用される樹脂製品にも用途が拡大しています

様々な用途で活躍するアイカの樹脂製品（建設樹脂）

塗り壁材 塗り床材

補修・補強材 補修・補強材



近年は、非建築分野領域にも進出しています

様々な用途で活躍するアイカの樹脂製品（機能材料事業）

自動車部品用接着ｼｰﾙ材・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ材 繊維用樹脂

電子製品用ｺｰﾃｨﾝｸﾞ材・ﾎﾟｯﾃｨﾝｸﾞ材 化粧品原料



メラミン化粧板･キッチンパネルなどで
国内シェアNo.1

<機能材料>

＜化成品＞ ＜建装建材＞

事業領域②建装建材

続いて、化粧板や壁材、カウンター、建具などを扱う建装建材事業です



アイカ製品が活躍しています

国内シェアNo.1のアイカ（メラミン化粧板市場）

店舗

オフィス

メラミン化粧板
国内シェア
Ｎｏ．１

（７割以上）
住宅



カラーシステム化により、業界のスタンダートに

たった46色 並びがバラバラ

明
度

色相

先進的なカラーシステム構築

アイカカラーシステムメラミン105
<ベーシックカラー75色>

メラミン化粧板選定の他に、
塗装の色見本として使われ

るほどの人気に



キッチンパネルとしてセラールを提案 目地無くお手入れ簡単

国内シェアNo.1のアイカ（キッチンパネル市場）

キッチンパネル 国内シェアＮｏ．１

Before After

※当社推測

※



セラールONタイル工法と専用接着剤の開発で更に拡販に成功

Before After

セラールの用途転換（非住宅トイレの壁）

毎年、全国の学校１０００校以上で採用



様々な建物でアイカ製品が活躍しています

あらゆる建物に強いアイカ

住宅 店舗

病院・福祉施設 駅・交通施設



近年、需要が伸びている建物の市場も取り込んでいます

あらゆる建物に強いアイカ

ホテル 育児施設

スポーツ施設 物流施設・工場



2. 業績推移



売上高・経常利益・当期純利益※の推移

９期連続増収、１０期連続経常増益、３期連続当期純利益増益
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当期純利益※・ＲＯＥ・ＲＯＡの推移

ＲＯＥは１０％前後を、ＲＯＡは６％以上を維持
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海外売上高・海外売上比率の推移

海外での成長が連結業績を牽引
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化成品：建装建材＝６：４ 日本：海外＝２：１

売上構成

■2019年3月期地域別売上構成

接着剤

建設樹脂

機能材料化成品
その他

建具･イン
テリア建材カウンター・

ポストフォーム

不燃建材

セラール

ボード･
フィルム等

メラミン
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■2019年3月期事業別売上構成
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3. アイカ１０年ビジョンと中期経営計画



化成品事業は、人々の暮らしや社会インフラを支える建設分
野向け樹脂で「アジアトップメーカー」を目指しつつ、自動車、
日用品、電子材料など非建設分野で成長していきます

建装建材事業は、外壁を含めた壁市場全体に事業領域を拡
大し、住宅・非住宅の生活空間に快適・安全を提供できる
「空間デサインメーカー」として成長を続けていきます

化成品事業 売上高 １,７００億円 建装建材事業 売上高 １,３００億円

【グループ連携・事業基盤の強化】

【人材育成】

【ステークホルダーへの責任】

１０年後のあるべき姿

１０年後の財務目標

連結売上高

経常利益
ＲＯＥ

海外売上比率

１,５１６億円

１８３億円
９．９％

３０．８％

３,０００億円

３００億円
１０％以上

４５％以上

→

→
→

→

【事業連携】 化成品事業と建装建材事業が相互に触発・連携し、社会に役立つ独創的な商品を生み
出していく企業グループを目指します

【資本提携やＭ＆Ａの活用】 資本提携やＭ＆Ａも含め積極的に自己資金を投入していきます

２０１７年３月期 ２０２７年３月期

研究開発投資生産・物流体制最適化 技術・素材連携

ＩＴインフラ整備コンプライアンス 健全な財務基盤

ダイバーシティグローバル人材 プロフェッショナル人材

ＱＥＯマネジメント

企業価値の増大 コーポレートガバナンスの強化 地域社会との共生 ＣＳ・ＥＳの向上

アイカ10年ビジョン(2018/3期-2027/3期)



アイカ中期経営計画Ｃ＆Ｃ２０００ (2018/3期-2021/3期)

[億円]

３,０００億円

２,０００億円

連結売上高

Ｃ＆Ｃ ２０００

アイカ10年ビジョン

９０周年
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化成品事業 売上高 １,７００億円

第2次
中期経営計画

第3次
中期経営計画

第1次
中期経営計画

７４８億円

７６７億円

建装建材事業 売上高 １,３００億円
１,５１６億円

NEXT JUMP 1500

８０周年



項目 17/3期(実績)

売上高 1,516億円

経常利益 183億円

ROE 9.9%

海外売上比率 30.8%

項目 21/3期(計画)

売上高 2,000億円

経常利益 220億円

ROE 10%以上

海外売上比率 35%以上

中期経営計画Ｃ＆Ｃ２０００(2018/3期-2021/3期)

【財務目標】



１．３つの成長ドライブの追及と実現

① ＡＳ商品※１群の拡充による

国内基幹事業の成長持続

② 次世代を担う注力分野の育成・投資

(非建設向け分野、建材未開拓分野)

③ ジャパンテクノロジーの海外展開

２．成長を支える経営基盤強化

■ Ｃ＆Ｃ活動※２を通じた一人ひとりの成長

■ ＱＥＯマネジメント※３とＩＴ基盤刷新によるＣＳ・ＥＳ※４の向上

■ コンプライアンスの遵守

※１ ＡＳ商品 ＡＩＣＡ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ商品の略。様々な社会課題を解決する商品

※２ Ｃ＆Ｃ活動 挑戦と創造の精神のもと、製品・サービス・仕事などの質の管理・改善を行う

小集団活動。70年頃から行っている

※３ ＱＥＯﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 品質(Quality)・環境(Environment)・労働安全衛生(Occupation health 

and safety)、三位一体のマネジメントシステム

※４ ＣＳ・ＥＳ ＣＳは顧客満足度、ＥＳは従業員満足度を指す

【基本方針】

中期経営計画Ｃ＆Ｃ２０００(2018/3期-2021/3期)



中期経営計画 目標2,000億円（＋４８４億円、年率７％成長）

グループ一丸となり推進

中期経営計画の進捗

1年目 2年目 3年目 4年目

項目
2018/3期

(実績)
2019/3期

(実績)
2020/3期

(計画)
2021/3期
(当初中計)

売上高 1,637億円 1,913億円 1,950億円 2,000億円

経常利益 196億円 212億円 220億円 220億円

ROE 10.1% 10.7% 10.7% 10%以上

海外売上比率 33.4% 42.0% 41％以上 35%以上

売上高以外は、１年前倒し達成を狙う



中期経営計画の進捗

研究開発費

設備投資

事業投資

人財投資

4年累計
投資計画

１４０億円

２２０億円

１８０億円

＋

グローバル人材積極採用/育成・働き方改革

プロフェッショナル人材育成・ダイバーシティ推進

1年目
投資実績

２８.５億円

４５.２億円

５２.６億円

2年目
投資実績

３２.０億円

７８.９億円

ー

3年目
投資計画

３４.０億円

６０.０億円

１３０億円

長期戦略実現に向け、積極的に投資を実行



4. アイカの強みと成長戦略



アイカの強み（化学の力）

ピュール

シリコーンホットメルト
エポキシ
ウレタン

合成ゴム

酢酸ビニル

メラミン

レゾルシノール

ユリア

アクリル

土木用シール

ウレタン

エポキシ 大日本色材吸収

補修・補強分野

フェノール(ノボラック・レゾール)

ジョリパット

接着剤

建設
樹脂

産業用
樹脂

ウレタン
エポキシ アクリル

シリコーン

機能
材料

セラール

ＡＡＰ買収

ＡＳＰ買収

化粧板

メラミン化粧板

ポリエステル化粧板

プリント配線板事業 光学用フィルム

ガンツ化成吸収

有機微粒子 ＳＧＡ

電材業界進出

フェノール

１９３６年 ２０２０年

豊富な樹脂ラインアップ高い樹脂合成技術

塗り床材

アクリル



アイカ建装建材事業の強み（社会課題の解決）

壁 家具・什器 カウンター 建具・パーティション

・セラール ・化粧シート
・ケイカル板 ・塗り壁材
・押出成形セメント板

・メラミン化粧板
・化粧ボード ・化粧シート
・木口テープ ・装飾材

・ポストフォーム
・洗面カウンター
・人工大理石 ・人造石

・トイレブース
・室内ドア ・収納
・機能性引き戸

取
扱
商
品
群

ア
イ
カ
の
強
み

解
決
課
題
・付
加
価
値

フ
ィ
ー
ル
ド

樹脂合成技術 デザイン力 流通体制

工法提案
ﾘﾌｫｰﾑ
ﾘﾆｭｰｱﾙ

災害対策
安全性

ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌ
省ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
意匠性

廃材削減
工期短縮
省施工

ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

癒し

視認性
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

小ロット
短納期

ﾄｰﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｺｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ

不燃化
剥落防止

加工性
施工性

トレンド
発信

オーダーメイド
カスタムメイド 柄連動表面処理に

よる機能付与
現場施工用
接着剤開発

全国
アイカ会

化成品事業(機能材料分野）で磨かれた高い技術力

意匠連動・1物件複数商品営業

樹脂製品

・補修補強材
・塗り床材
・接着剤

病院
(誕生)

住宅
(育つ)

オフィス
工場

(働く)
学校

(学ぶ)
店舗

(買う)
ホテル
(結婚)

交通施設
橋梁・道路

(旅行)
介護施設
(看取る)



建装建材セグメントの成長戦略（国内）

化成品事業で培った樹脂技術を応用し新商品を開発

反り・はがれ

床材に応用 反りを抑制

自動車等の繊維向けコーティング剤に使用される樹脂

メラミン系床材が今まで普及しなかった背景



建装建材セグメントの成長戦略（国内）

世の中になかった新しい床材を上市し、タイル市場の置き換えを狙う

セラミックタイルの欠点
・割れる ・重い ・施工しにくい

塩ビタイルの欠点
・汚れやすい ・ワックス掛けが必要

＜全く新しい床材が誕生＞

割れにくい 軽い 汚れにくい

汚れが落としやすい

ワックス不要

簡易施工



建装建材セグメントの成長戦略（国内）

家
具

＋

従
来
の
ア
イ
カ
の
事
業
領
域

壁

建
具

床

塩ビフィルム
（オルティノ）

売上高：１８億円

メラミン不燃化粧板
（セラール）

売上高：１９７億円

ケイ酸カルシウム板
押出成型セメント板
売上高：９７億円

ポリエステル
化粧合板

売上高：１１６億円

メラミン化粧板
国内シェアＮｏ.１
売上高：１７３億円

カウンター
（メラミン系･石材系）
売上高：１６３億円

トイレブース
売上高：６億円

建具
売上高：２４億円

メラミンフロア
（メラミンタイル）

５年後
売上目標３０億円

※売上高は2019年3月期実績

新規事業領域へ進出し、売上を創出



■浴室改修パネル

■改修向け商品拡販
「メラタック」「モイス」
｢マグネットメラミンEV｣

■トイレ向け商品拡充
キッズ向け
トイレブース

Before After

省施工

工期短縮

職人不足対応

子育て支援

廃材削減

廃材削減

客室稼動
改修

■UV硬化不燃化粧板
アルディカ

物流費削減

工期短縮

省施工

※AS商品：アイカソリューション商品の略。社会課題解決型の商品群

社会課題を解決するアイカの建装建材商品（AS商品）

化学×デザイン ⇒ 社会課題の解決



アイカ・ラミネーツ・インディア社

アイカ・ラミネーツ・ベトナム社

マイカラミネーツ社(非連結)

アイカインドネシア社 ２工場

テクノウッドインドネシア社

台湾愛克工業股份(非関係会社)

アイカ工業
アイカハリマ工業 ２工場

アイカテック建材
３工場アイカインテリア工業 ２工場

ソイス社 ウィルソナート上海社

ウィルソナート・
オーストラリア社

ウィルソナート・アジア社

ウィルソナート・タイ社

アイカ・アジア・
ラミネーツ・
ホールディング社
(統括会社)

国内３拠点＋海外４拠点＝合計４カ国７拠点

国内３拠点＋海外７拠点＝合計７カ国１０拠点へ

メラミン化粧板生産拠点

現アイカグループ

建装建材関連、その他会社

メラミン化粧板生産拠点

化粧板以外の製品生産拠点

メラミン化粧板生産拠点

ウィルソナートＡＰ各社

販売会社

アイカHPLトレーディング社

アイカHPLトレーディング社

販売会社

建装建材セグメントの成長戦略（海外）

Ｍ＆Ａを推進
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売上高[億円]
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中期経営計画
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最終年度

建装建材セグメントの成長戦略（海外）
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売上
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上・販売量の推移

売上[億円] 販売量[千トン]

■数量増および新規連結により増収■拡大するアジア市場

中国のフェノール樹脂の市場は金額ベースで
2021年まで年率7.8%で成長する予想

0

1000
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4000

2014 2015 2016 2021

自動車 建設 家具 電機電子 その他

[百万US$]

7.8%

2012
2174

2353

3429

中国フェノール樹脂市場

アイカ・アジア・パシフィック中心に、伸長するアジア市場を獲得

アイカグループ入りして以来
順調に成長を持続

化成品セグメントの成長戦略（海外）



化成品セグメントの成長戦略（国内）

■建装材高シェア製品のルート活用 ■伸長市場向け製品拡販
・下地調整材とタイル貼りの機能を備える接着剤

・タイルのはく落リスク低減

・工程簡素化、工期短縮

・今後増加が見込まれるインフラ（橋・道路など）

の補修・補強用樹脂製品の拡販

・安心・安全

SE-1

■施工会社との提携
・大手ハウスメーカー外壁改修塗装工事の請負

・省施工型新商品、改修向け新商品の開発

・職人不足問題の解決

・昨年度約1,400棟の住宅外壁塗装工事実績有

×

社会課題の解決で、低成長国内市場でも成長を持続
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近年のM&A実績（2000年～）

国内 海外

化成品

旧大日本色材工業(2002)

西東京ケミックス(2008)

装武(2019)

アイカ・アジア・パシフィック・グループ14社(2012)

タイ・ケミカル・コーポレーション(2018)

南京鐘騰社(2019)

旧アイカSDKフェノール(2015)

機能材料 旧ガンツ化成(2001)
エバモア・ケミカル・グループ11社(2018)

ベトナムＵ-BEST、上曜等3社(2020予定)

建装建材 アイカテック建材(2015)

アイカ・ラミネーツ・インディア(2011)

ソイス・メンディニ(2019)

ウィルソナートアジア太平洋地域4社(2019)

アイカ・ＨＰＬ・トレーディング(2020予定)

国内外で１５件、４３社とのＭ＆Ａを実行

※2019年度は6件のＭ＆Ａを実行/発表



5. アイカのＣＳＲ活動



成長が早い竹やファルカタ材

樹液採取後のゴムの木

植林木のチップや粉末

＋ 接着剤・樹脂

合板・繊維板・人工木材

印刷物＋ 樹脂

希少材の柄の
メラミン化粧板・不燃化粧板

化成品事業

建装建材事業

アイカのCSR活動の原点

森林伐採や、希少石材の採掘による環境破壊を抑制



強みを活かし
社会課題を解決

事業活動による
社会貢献

業績への貢献
企業価値向上

社会で評価される
企業体

ステークホルダー
とのコミュニケーション

社会課題の
発見

地球温暖化
天然資源の枯渇
人手不足・多様化

化学合成技術
デザイン力
強固な流通体制
Ｍ＆Ａ

売上・利益の持続的成長
ROE 10％以上
リスクに強いポートフォリオ構築
健全な財務基盤

ＡＳ商品の拡販
環境負荷軽減
持続可能な社会

外部環境
リスクと機会
競争優位性

お客様
取引先 従業員
地域社会 株主

建装建材化成品

グループ経営
人材・技術
経営基盤

「化学とデザイン」

挑戦と創造

アイカのCSR活動の原点

財務面と非財務面が両立する好循環モデル



樹脂合成技術 デザイン力 流通体制

アイカの強み

建築物の長寿命化
老朽化が進むインフラの改修向け商品や、リフォーム向け商品を提供します。

輸送時のＣＯ２削減
軽量化を図るなど、積載効率の良い商品を開発・拡販することで、温室効果ガスを削減し
ます。

簡易施工商品
少子高齢化に伴う人手不足に起因する職人不足を補うべく、容易に施工できる商品を開
発します。

自然環境の保全
木材や石材の有効活用や代替材料の提案により、森林の伐採や石材の採掘を抑制しま
す。

ユニバーサルデザイン
小さなお子様やご高齢の方など、様々な方が使える商品開発を推進します。

アイカが提供する価値

アイカのCSR活動 社会課題解決型商品群（AS商品）



竹の有効活用

竹

外装材

内装材粉砕

樹脂と混合

圧縮

人工木材へ

ウッドデッキ

アイカのCSR活動 社会課題解決型商品群（海外の取組み）

©dasso Group

©dasso Group

©dasso Group



アイカのCSR活動 社会課題解決型商品群（海外の取組み）

活用

合成 活用

バイオマス原料を活用した商品づくり



6. 株式情報



株式関連情報、外部評価

発行済株式総数 ６７,５９０,６６４株

単元株式数 １００株

上場証券取引所 東証・名証 第１部

証券コード ４２０６

１株あたり当期純利益（ＥＰＳ） ２０３．９５円 （2019年3月期）

１株あたり株主資本（ＢＰＳ） １９３６．８７円 （2019年3月末）

⚫FTSE4Good Index Series

⚫FTSE Blossom Japan Index

⚫JPX日経インデックス400

⚫愛知ブランド認定企業

⚫名古屋市女性の活躍推進企業

⚫厚生労働省「くるみん」

様々な外部評価に認定



株価推移
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配当について

※2020年3月期の配当は、現時点の予想値です。

(予想)

１０６

９２

８５

４６
４３

３８３６３４３２３０２８

(実績)

期末配当

中間配当
１０３

前期まで

１０期連続 増配

２１期連続 減配なし

今期も増配を計画

（予想）

09/3期 12/3期 15/3期 18/3期 19/3期 20/3期

配当性向３０％以上 配当性向５０％を目処



7. 施工事例

投影のみ



本資料に掲載されているアイカ工業株式会社の現在の計画、見通し、戦略、確信等のうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、リスクや
不確実な要因を含んでおります。
これらの情報は、現在入手可能な情報からアイカ工業株式会社の経営者の判断に基づいて作成されております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、業
績見通しとは大きく異なる結果となりうるため、業績見通しのみに全面的に依拠することは控えるようお願い致します。
また、本資料は、投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定は、利用者ご自身のご判断において行われますようお願い申し上げます。


